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論・文 内 容 の 要 旨

 研究目的

 胃癌所属リンパ節における抗腫瘍的な免疫動態，とく

に非特異的免疫動態を明らかにし，癌腫の進行度，転移

の有無などとの関連を検索し，胃癌に対するリンパ節郭

清手術の免疫学的意i義について検討をこころみた．

 研究対象および方法

 対象は，東京女子医科大学消化器病センターにおいて

胃癌取扱い規約に定める第3群までのリンパ節郭清手術

が行なわれた胃癌症例20例およびその所属リンパ節361

個である．また，胃良性疾患手術症例9例およびその所

属リンパ節38個についても同じように検索を加え，対照

群とした．

 所属リンパ節の抗腫瘍的な免疫動態を判定するpara－

meterは，リンパ節リンパ球のPHA幼若化率， T・細

胞比およびリンパ節反応形態（Sinus histiocytosis， ger・

minal center hyperplasia， paracortical hyperplasla）に

ついて検索した．

 結果および結論

 1）癌腫が進行したものほど，その所属リンパ節にお

ける抗腫瘍的な免疫能は低下している．

 2）所属リンパ節の抗腫瘍的な免疫能は，胃癌取扱い

規約に定める郭清用リンパ節層別にみれば，転移の有無

にかかわらず第1群，第2群という癌腫近位のリンパ節

においては第3群という遠位リンパ節に比較して低下し

ている．

 3） 同一群のリンパ節にあっては，リンパ節の抗腫瘍

的な免疫能は転移陽性リンパ節では陰性リンパ節に比較

して低下している．

 4）所属リンパ節のリンパ節転移度は，胃癌取扱い規

約に定める郭清用リンパ節群別にみれば，癌腫近位のリ

ンパ節ほど高い値を示している．

 このような結果よりみて，胃癌所属リンパ節のうち第

1群，第2群リンパ節には抗腫瘍的な意義はなく，手術

中に転移陽性リンパ節を完全に識別できない現在，第2

群リンパ節までの系統的かつ完全な郭清は免疫学的にも

必須であると考えられる．また，第3群リンパ節には抗

腫瘍的な意義は認められ，郭清するか否か，肉眼的な癌

腫の進行度，リンパ節転移度などを考慮して症例に応じ

た慎重な取扱いがなされるべきである．

論 文 審 査 の 要 旨

 本論文は胃癌所属リンパ節における抗腫瘍的な免疫動態を明らかにし，癌腫の進行度，転移の有無

などとの関連を検索し，胃癌に対するリンパ節郭清手術の免疫学的意義について検討をこころみたも

ので，学術上価値あるものと認める．
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